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2 学期のスタート！ 

⻑い夏休みが終わりました。部活動では、⽔泳の九
州大会(沖縄)に３年⽣、⽴川晴太くん、松本萌花さ
んが出場し、⽴川君は 100ｍ200ｍバタフライで５位
に輝きました。陸上九州大会(熊本)では３年⽣松尾
宥汰くんが 800ｍで優
勝し九州チャンピオンに、
1500ｍでは５位、２年
⽣ 大 川 内 健 太 く ん が
1500ｍで 15 位と素晴
らしい成績を収めてくれま
した。陸上の松尾くんは、
全国大会(大阪)にも出
場し準決勝まで進みまし
た。大いに九州・佐賀啓
成の名前を上げてくれました。 

 
さて 2 学期が、スタートしました。夏休み期間中も事

故や大きな怪我もなく、9/2 の始業式にみんなが集まる
ことができて、うれしく思っています。 

今年は、「共⽣の啓成+plus」を目標にしています。
２学期からは、その「+plus」を「学⼒向上」に⼒を⼊れ
るように子どもたちにハッパをかけました。少しでも意識の
向上、意識改⾰につながればと思い、啓成オリジナルの
クリアフォルダーも作ってみました。9/2 には全校⽣徒に
配布しています。 

各学年での学習のやり⽅、意識の持ち⽅を⽰し、
「人間は「忘れる動物」です。記憶したことは時間が
経てば、少しずつ忘れていく。そこで、いかに学習した
ことを記憶に留めるかが重要なポイントになる。忘れる
率を減らす１番の⽅法は、「意識して繰り返す」こと、
つまり、復習することが唯⼀の⽅法です。学校で学習
しても、家でまったく復習しなければ翌⽇には 74％を
忘れるわけですから、その⽇の学習内容をその⽇のう 

 
ちに復習する(家庭学習)ことが絶対必要です。」となぜ、
家庭学習が必要か？を説いています。裏側には、各学
年でやらなければならない宿題を明記しました。 

子どもたちの⾃覚とやる気が学⼒向上の⼀番の近道と
思います。私たち教師も頑張りますので、ご家庭でも子ど
もたちとこのクリアフォルダーを眺めながら、話をしてください。
子ども・保護者・教師が協⼒し、みんなで伸びていきまし
ょう！ 
 

想定外の天候が起きています！ 
 8/27 からの想定外の豪雨。でも、最近こんなことが
頻繁に起こるようになりました。⽇本も亜熱帯化しつつ
あり、スコールのような激しい雨がもう想定外とは言えな
くなりました。線状降⽔帯、記録的短時間大雨情報と
いう言葉も聞きなれてきました。 

 私も 27 ⽇は佐賀出張から伊万⾥に帰るときは、いた
るところで道路が冠⽔し、タイヤの半分以上の⽔かさの
中を命がけで帰りました。途中でもう帰れないのかなあと
あきらめなければいけない場所に何箇所も遭遇しました
が、どうにか帰り着くことができました。翌朝、武雄や大
町のニュースを⾒て、本当に私の判断は正しかったのか
と改めて感じさせられました。本校の職員でも⾞が浸⽔
したり、玄関先から出られなかったりの状況の先⽣⽅も
出ました。 
 けたたましく緊急避難情報が携帯電話から鳴る中、こ
れが本当に「命を最優先する⾏動を取ってください。」に
従っていたのか、⾃分の⾏動に疑問を感じました。 
 大の大人がこのような感じなので、子どもたちには「命
を最優先する。」⾏動を、大人と⼀緒に考えさせて⾏き
たいと強く感じました。 

 最後に、今もなお、避難を
余儀なくされておられる皆さ
んに⼼からお⾒舞い申し上
げたいと思います。 
 


